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1954 年 1 月 クリ ミア が ウクライナ 領 に 移管 

1991 年 12 月 ウクライナ 独立 

1994 年 12 月 ブダ 0 

1994 年 12 月 て 96 年 8 月 一 次 チェ チェ ン 紛 争 

1999 年 8 月 ご 2009 年 4 月 第 二 次 チ ェ チ ェ ン 紛争 

2000 年 5 月 プー チン 氏 大 統領 各 人 [一 2008 2012) 
2004 年 11 月 て 05 年 1 月 オレ ンジ 革命 

"2008 年 4 月 ブカレスト 首脳 会 議 / 8 月 ロシア - ジョ ー ジ プア 戦 争 1 
2014 年 2 月 4 月 マイ ダン 草 命 | 
2014 年 3 月 現在 まで ドン ソ バス 紛争 
2014 年 3 月 ロシア が クリ ミア を 併合 
2014 年 9 月 ・2015 年 2 月 ミン スク 合意 1 ・ ミ ンス ク 合 意 2 
2019 年 5 月 ゼ レ ンス キー 氏 大 統領 就任 


2021 年 7 月 ロシア 人 と ウクライナ 人 の 歴史 的 一 体 性 に つい て 


ブカレスト 首脳 会 議 か ら 創 設 60 周 年 に 向け て 
2008.6.9 小 窪 千 早 


・ ウクライナ と グル ジア の 加盟 候補 国 入 り は 、 加 盟 国 の 間 で 意 
見 が 分 か れ 、 共同 宣 言 の 中 に は 「 (両国 は ) 将来 加盟 国 と な 
る べき (will become member) 」 と いう 文言 が 盛り 込ま れ た 


・ アメ リカ の 考え る 「 グ ロー バル NATO」 一 一 国際 安全 保障 の 
主たる 下 威 が テロ な どの 非 伝統 的 脅威 と な り 、 地理 的 遠近 
に 関わ ら ず 脅威 が 存在 し うる と いう 情勢 に 鑑み 、NATO も 地域 

の 概念 を 超え て グロ ー バ ル な 対応 の で きる 機構 に な る べき 


・ 近年 NATO が 「 コ ンタ クト 諸国 」 と し て 日 本 を 含む 4 カ国 (オー ス 
トラ リア 、 日 本 、 韓国 、 ニ ュー ジー ラン ド ) を 挙げ 、 こ うし た 価値 
観 を 共有 する 域外 諸国 と の 連携 を 強め よう と し て いる 


BR 7W 縛 覆 77W0 
間野 作 に ロ 7 が 49 四 
前 オセ ナ / 目 半 川 AU 


77277 仙 次 馬 角 4 

7 か - 衣 に 汰 6 國語 還 
現住 も 国 エ の 
20%% を ロシア に 毒 わ れ て いる 


ジョ ー ジ ア ( グ ル ジ ア ) 編 争 の 構図 
 ② 赤 が 侵攻 回 


ト 内 オモ チア 目 沿 放 


上 
Li" 
コ 


OU 
ウル ジア トピ リ シ C 


mr ーー 、 こ se J m 


_100km トル コ 


ふ 記 


て 1 中 3 


ワタ ライ ナオ 国民 に と っ て の 理 起 の 政府 


市 な 寺 員 意見 は 、 いずれ の 政治 体制 が ウジ タラ イオ | に と っ て 適切 だ と 
思い ます か ・『 


ロ 癌 ご 引 ロ 部 ! ロロ 癌 ロロ 癌 1 ロロ 沿 


画 上 前 の ロビ エト 体制 

財 リ ビエ ト に 近い が より 民主 打 で 市 場 主 義 的 な 体制 
画 自由 より 秩 席 を 重んじ 名 紳 いい 権 感 を も っ た 体制 

画 後 座 者 志 引 きき 継い で いい < 娠 主 制 ま 圧 は 旬 電 制 


時 西区 スタ イル 中 民主 的 共和 制 | ミ 
ョ その 他 ・ 分 か ら な い ・ 無 回 答 2013 年 の 調査 


( 注 )2 ロ 1 年 ーー 了 月 調査 。15 歳 史上 の 1 ロ nnn 上 に 対す る 面接 調査 に よる る 。 キ エ ゴ は 中 部 、 
カリ ミア は 東部 | に 含ま れる 
(資料 3 呈 allun. Pa mncracy Impnrtarnt tn nst Ukrainians (karch 昌 , 2 ロ 1 ) 


ング 


KG wir の で < 


ユー ロー・ マ イズ ダン 革命 


っ O144 年 、 親 ロジ シア の や マヤ ヌ コー ヴィ チ 天 続 領 が 王 せ 
と の 箇 合 協定 へ の 署 各 を 破 華 し レ 、 ロ ジア に 接近 し 
た 。 二 れ に 守 っ 本 市 民 が 政権 打倒 運動 を 起 二 し 、 結 
時 的 に ヤヤ ヌコ コー ヴィチ 政権 は 崩壊 し た 


" 


了 / 01 
_ 還 WSLUUMA 


HASIA2 記 上 [AMO 旬 
NOIKPATMIE 


2/// 7 NZ 


/594 万 
2 人 7 が 4o 


/ ぎ /// 2 


Mw 


ヤ ヌ コ ー ヴ ィ チ 氏 の 著名 中 断 ン ロン シア 軍 クリ ミア 占拠 


・ ヤ ヌ コ ー ビ ッ チ が 2013 年 の 12/17 に プー チン と モス クワ で 会 
談 し た 結果 、150 億 ドル の 融資 と ガス 価格 の 減額 を 
オフ ァ ー さ れ 、 結果 著名 作業 を 中 断 し っ ろ と な り 、 EU 側 に 近 
づく < こと を 一 旦 ペ ン デ ィング 。 

・ これ に 対し て 反対 運動 が 非常 に 激しく な り 、 抗議 運動 が 政 
権 打倒 運動 に 発展 。 さ ら に 事態 は 混乱 し 、2/20 に キー ウ 中 
心 部 の マイ ダン 広場 で 反 政 権 派 市 民 と 衝突 し て 、 治 安部 隊 
の 銃 に よっ て 100 名 あま り の 死亡 者 が で る 。 

・ 2/21 ドイ ツ 、 フ ラン ス 、 ロ シア 、 ポ ボー ラン ド が 仲介 に 入り 、 ヤ 
ヌコ ー ヴ ィ チ 大 統領 と 野党 3 党首 が 、 国 家 の 進 路 に 関す る 合 
意 書 を 作成 。 

・ 2/22 ヤ ヌ コ ー ヴ ィ チ 氏 が ロシア へ 多 亡 

・ 2/23 ロシア に よる クリ ミア 侵攻 


(前 の スラ イド の 続き ) 
・ 2014.2.25 ロシア の クリ ミア 侵攻 
・ 2.27 ウクライナ 暫定 政権 発足 
親 ロ ン ア 派 か ら 親 欧米 派 へ 
・ 3.18 ロン ア と クリ ミア 自治 共和 国 が !「 クリミア と 
セ ヴ ァ ス ト ボ リ の 編入 に 関す る 条約 」 に 著名 
・ 3.21 批准 し 、 ロシア 連邦 に 入る 


【 元 駐 ウ クラ イナ 大 使 坂田 東 一 氏 の イン タビ ュー 記事 
令 和 4 年 4.25】 


っ クリ ミア に 関し て は 、「 へ クリ ミア 」 で 詳 述 


ノリ ミア 自治 共和 国 と セ ノ バス ト ポ ボリ 特別 市 の ロシア 編入 


A、 に スク ク クリ ミア 自治 共和 国 


ログ 和 


ケル 了 チ 海 設 
ジン アプ エ 同 示 リ 100km 
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セバス ト ポ リ に は 、 ウ クラ イナ 海軍 司令 部 及び 、 ロ シア 


海 車 基地 (ウクライナ に 租借 料 を 払っ て 駐留 
く ウクライナ っ イン 品 て 攻 ゲ 
ー ヘ ーー Sn で 2 


アー oe ミ の 。 クー ノレ デブ 2 当 邦夫 
Pe < 二 グ | ミア - うき 了 デア トー ーー 2% つ ャ ノー 


の 2。 ラーム 、 
- シン フェ ロ ポ リ 3 を いし ーーー 一 テン "うつ ラ 
〈 つ _ 2 る 3 を / 胡 ピー ーー コ リー ブ 
9 
まき pf の ロジ シン アン 海 軍 景 海 航 隊 


EE 


(司令 部 ババ スト ポ ボリ) 
ュ 妥 詩 車 カブ コ 若 旨 : 替 フ に 攻 千 1 


ン ン ラン イナ 少 軍 


い バ $ モ ゴ :. コ ンー 

哨戒 艦 な ど ア に 6 ジニ 1 
ラン ヨゴ: ク フリ ゲー ト 衣 ク 
※「 ミ リタ リー- バ ラン ス | 中 な ご 19 
2014 年 朋 な ど み らら 揚陸 角 : に 


ee 


ーー 1m ーー 


ドン バス 紛争 関連 


の 7 な 胃 命 人 攻 の 現代 更 
2 Po 


東部 2 州 に お ける 親 ロ ン ア 派 占領 地 


アソ フ 海 ” 
SOKm  ( 英 配 C 放 送 よ り ) 


親 ロ シア 派 


ド ネ ツク 人 民 共 和 国 国旗 っ 


アー で y。 4/ 


| 
」 E ンス まま /. 
人 「 


SN 作 


な こさ 
っ 3 っ 


O Oo 0 いさ 92 
ベト ロ ・ ボ ポロ シェ ンコ 2014 年 5 月 大 統領 選 で 勝利 
・ ポ ロ シ ェ ン コ 559% 
・ テ ィ モ シェ ンコ 1396 
・ リ アン シコ 896 


・ 第 5 代 大 統領 2o145 こ 2or9.5) 


ウクライナ 最大 の 製菓 メー カー 
「 ロ シェ ン ・ グ ルー プ 」 を 設立 
っ "チョコ レー ト 王 “ 


グル ー プ は その 後 、 自 動車 ・ バ ス 工 場 、 
造船 所 レー ニン スカ ・ ク ズ ニ ャ 」、 
テレ ビ 局 「5 カ ナル )」 も 傘下 に お さめ 、 
一 大 ビジ ネス 帝国 と な っ た 


ミン スク 合意 の ボイン ト 


・ ウ クラ イナ 東部 で の 包括 的 な 停戦 
・ ウ クラ イナ か ら の 外国 部 隊 の 撤退 
* 東 部 の 親 ロ シア 派 支配 地域 に 「 特 別 な 


地位 」 を 与え る 恒久 法 を 採択 


・ ウ クラ イナ 政府 に よる 国境 管理 の 回 復 


ミン スク 議定書 (2014.9.5) 


・ 2014 年 9 月 5 日 に ウクライナ 、 ロン ア 連 邦 、 ド ネツ ク 人 
民 共和 国 、 ル ガン スク 人 民 共 和 国 が 調印 し た 、 ド ン 
バス 地域 に お ける 戦闘 (ドン バス 戦争 ) の 停止 に つ 
いて 合意 し た 文書 。 これ は 欧州 安全 保障 協力 機構 
(OSCE) の 援助 の 下 、 ベ ラル ー シ の ミン スク で 調印 さ 
れ た 。 以前 か ら 行 われ て いた ドン バス 地域 で の 戦闘 
停止 の 試み に 添い 、 即時 休戦 の 実施 を 合意 し て い 
る 。 


ミン スク 覚書 (2014.9.19) 


・ ミン スク 議定書 の 調印 7 か ら 2 週 間 の 間 、 双方 の 勢力 が 


休戦 規定 に た び た び 量 反 し た 。 スク で 会 談 が 続け 
られ 、 吉 中 書 に 締 く 近 沖 書 が 2914 年 9 月 19 日 に 調印 され 
た 。 こ の 覚書 は 議定書 の 履行 を 明らか に し た 。 調停 の 
手 彼 の 中 で 合意 され た の は 次 の と お り で ある . 


・ 両国 の 国境 線 か ら 15km ま で 男 囲 か ら 重 火器 を 撤去 し 、 


30km の 緩衝 地帯 を 作る こと 。 


・ 攻撃 行動 の 禁止 。 

・ セキ ュ リ ティ ゾー ン 上 で の 軍用 機 で の 戦闘 の 禁止 。 
・ 全て の 外国 人 備 兵 を 紛争 地帯 か ら 撤収 させ る こと 。 

・ ミン スク 議定書 の 履行 を 監視 する た め OSCE の 作戦 を 


開始 する こと O 


・ 2015 年 2 月 11 日 に ベラ ルー シ の ミン スク で 調印 され 
た 、 東 部 ウクライナ に お ける 紛争 (ドン バス 戦争 ) の 
停戦 を 意図 し た 協定 。 欧州 安全 保障 橋 協 力 機 
構 (OSCE) の 監督 の 下 、 フ ラン ス と ドイ ツ が 仲介 し て 、 
ウクライナ と ロン シア が 署名 。 2014 年 9 月 5 日 に 調印 さ 
れ た ミン スク 議定書 に よる 停戦 を 復活 させ る こと を 
目的 と し て いる 。 
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ミン スク 合意 その 後 


・ 親 ロ ン ア 派 武 装 勢 力 が 占領 する ウクライナ 東部 の 2 
地域 に 幅広 い 目 治 権 を 認め る 「 特 別 な 地位 」 を 与え 
る と の 内 容 も 含ま れ た この 合意 は 、 ウクライナ 国内 
で 不満 も 出 て いた こと か ら 、2019 年 に 大 統領 に な り 、 
当初 融和 派 だ っ た ゼ レ ンス キー も 番 意 し て 履行 せ ず 、 
反 改 に 動い た 。 一 方 、 親 串 派 と ロン ア 側 も 、 合意 で 
定め られ た 「 外 国 の 武装 組織 の 撤退 」 や 「 違法 な ク 
ルー ブ プ の 武装 餅 除 」 を 守っ て こ な か っ た 。 

・ 2015 年 2 月 15 日 の 東部 標準 時 0:00 に 停戦 が 発動 さ 
れ た 後 、 分 離 派 は デバ ルツ ェ ボ に 対す る 激しい 攻撃 
を 継続 させ た 。 ロイ ター は 停戦 を デバ ルツ ェ ボ に お 
ける 「 死 産 」 と 表現 し て いる 。 


に ・ 2018 年 11 月 、 ウ クラ イナ 西部 の オデ ッ サ を 出 

ケル チ 海 峡 事件 港 し た ウクライナ 海軍 艦艇 3 登 が 、 ケ ル チ 海 
峡 を 通過 し て アゾ フ 海 沿岸 に ある ウクライナ 
だ ほ 東部 の 港湾 都市 マリ ウ ポ ボリ へ 向かっ て いた と 
ウクライナ 能 舶 の 事 捕 まで の 経 紀 ころ 、11 月 25 日 に ロン ア に よっ て 和信 捕 され た 。 
ロシア 、 ウ クラ イナ の メ テ ィ ア か ら * これ を 受け て 、 ウ クラ イナ 政府 と 議会 は 、 ソ ビ 
ー エト 連邦 の 崩壊 に 伴う 独立 後 で は 初 と な る 戒 
5 マリ ウ ポ リ 厳 令 を ロシア と 隣接 する 10 州 に 発令 する こと 

し e- 


を 決定 し た (11 月 28 日 か ら 30 日 間 ) 


ゲ 〆 ア ゾ フ 海 
、 つ ケル チ 海 人 
し ・ 2003 年 の 条約 下 で 、 海 峡 と アゾ フ 海 は 両国 の 
共有 領海 で あり 、 自由 に アク セス で きる よう に 
な っ て いる 。 
・ ロン ア は 、2003 年 の 条約 は 法 的 に 有効 な まま 
で ある が 、 ウクライナ の 船舶 は 、 海 洋 条約 の 


ト O 
〇 ) 
山 
ト O 
び ! 
山 


出 等 ウ 当 ク ロロ 年 そ イ ロロ 法律 で 規定 され て いる よう に 、 国 境 を 越え る 
"オラ りら イア 7 後 散 ア 9 航行 の 際 は 、 ク リ ミ ア 半 島 の 周辺 沿い の ロ シ 
デイ ナ 警 時 革 船 側 時 ア の 海域 に 入る 前 に 許可 を 求め な けれ ば な 
ッ ナ 艦 備 過 捕 に が と  。 ら な いと 主張 し て いる 。 

サ 和 衣 船 艇 き 球 ウ つ 

港 船 "に が 交 ク 

を 3 体 ウ ョ ラフ 


ウォ ロディ ミル ・ ゼ レン スキ ー 


・2019 年 4 月 の 大 統領 選 
決 選 投票 で 勝利 


・ セ レン スキ ー 73% 
・ テ イモ ン ェ ンコ 2496 


・ 第 6 代 大 統領 
(2019.5 ン 
親 欧 米 派 


東部 9 州 と セバス ト ポ ボリ 


VS。 


西部 16 州 と キー ワウ 


vs. 2139 万 人 (4796) 


2412 万 人 (5396) 
ウクライナ の 地域 号 入 ( ロ ・ 民 族 ・ 産 業 ・ 所 得 水 準 
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民 衣 構成 Keoo1 年 ゼン サス 、55 う 
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ウクライナ 国師 帝 の 増強 


ウクライナ は 2022 年 GDP の 5.95% 強 に あたる 約 110 倍 ド ル ( 約 1 兆 2600 償 円 ) を 国防 ・ 軍 事 貫 に 充 
て る 計画 。 


目 車 事 帝 目 防 箇 綱 
5.95% 


606 較 GDP 比 


4% 


3.1% 


2% 


2014 年 2016 2016 2020 2022 


注 : 2027 年 の 数 字 は 予算 ペー ス 。 現 行為 替 レ ー ト で 換算 。 
出典 : ウクライナ 財務 省 、 リ フィ イニ ティ イブ Eikon 


ウクライナ の 車 事 費 と アメ リカ か ら の 支援 


・ 2022 年 度 ウクライナ 軍事 予算 110 億 ドル 
・ (2021 年 度 ロン ア 軍事 費 659 億 ドル ) 


⑥ アメ リカ か ら の 支援 

・ 2014 て 2021 257 億 ドル 

・ 2022.1 て.6 240 億 ドル (3.4 兆 円 ) 
・ 2022.8 追加 29 億 8000 万 ドル 


・ 2022.9 追加 6 億 ドル 


徴兵 制 が 復活 し た 国 


の 
全う 


